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　合併後２年目を迎えた平成18年度は、甲賀市総合計画基
本構想のキャッチフレーズ「人　自然　輝きつづける　あ
い甲賀」の実現をめざした総合計画の策定、そして「改革
元年」と位置づけられた行政改革大綱の策定と、まちのあ
るべき姿や将来を見据えた新しい計画を数多く策定され
ました。一方財政状況の厳しさを実感する年でもありまし
た。このことは、一般・特別会計の決算数値に如実に表れて
います。
　まず、一般・特別会計全体の単年度実質収支額は３億�
８千万円余りの赤字決算となっています。財政運営を普通
会計の財務指標でみると、平成18年度の財政力指数は0.76
で前年度より0.05ポイントの上昇、実質収支比率は3.7%で
標準財政規模の３%〜５%程度が望ましいとされていま
す。しかし、経常収支比率は95.9%で前年度より1.2ポイント
上昇し、公債費比率16.8%、実質公債費比率16.4%と財政の
硬直化が表れていると言えます。そして、平成20年度から
は「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健
全化判断比率の公表なども予定されています。このために
は、さまざまな決算数値を更に分析するなどして、種々の
取り組みが進められるよう望むところです。更に今後も、
限られた財源を最大限有効に活用し、市政の発展と市民福
祉の向上が図られることを期待するものです。

　病院事業決算は、病院全体で当年度未処理欠損金が６億�
７千万円余りとなっています。特に水口市民病院では、常
勤医師の確保の問題による影響が主な要因として、大きく
医業収益の減少につながっています。経営改善と市民サー
ビスの充実向上をめざし、経費削減も図られていますが、医
師・看護師等人材確保が一段と厳しい状況の中で、早期に
病院運営の方向性を決断すべき時期にあると思われます。
　上水道事業も当年度未処理欠損金が８億３千万円余り
となり、今後この累積欠損金をどのように減額していくか
が喫緊の課題であります。水道事業は、施設型事業であり、
サービスの質を高めるには相応の負担もかかることから、
経営の状況や建設投資計画等多面的な情報提供を行い、健
全経営に向けた市民理解を得る必要があると考えます。
　そして、全体的には収入未済額が増加の一途を辿り、憂
慮すべき事態となっていることに鑑み、今後の収納対策は
重点課題として力点を置き、種々の方策が講じられるよう
望むところであります。
　以上、平成18年度予算に対して適正に執行されており、
計数について関係諸帳簿等と照合した結果、本決算は正当
として認めました。

問い合わせ　監査委員事務局
　　　　　　☎65-0656  ＦＡＸ63-4577
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